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n雜
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w
il
/
rい
も
の
で
あ
る
•：
.

』

：ビ 

ィ
ー
。
テ'
ィ
丨
*
ク
ッ
ク
の
言
葉
を
併
り
て
云
へ
ば 

「

グ
べ
今
ス
は
一
っ
の
傍
仕
事
で
あ
っ
た
。
ラ
.ス
キ
ン
が 

自
か
ら
彼
の
生
れ
故
鄕
ど
も
一
一
ム
ふ
可
き
荒
地
に
居
る
の 

感
を
覺
え
し
は
典f

原
丘
陵
の
間
に
於
い
て
で
あ
っ
た
。」 

か
く
し
て
ラ
ス
キ
ン
は
«

び
0

然
界
の
硏
究
に
沒
入
せ 

ん
ぞ
す
る
の
で
あ
る
が
、
其
に
先
;̂

っ
て「

グ
ユ
二
ス 

の
石」

の
結
末
が
語
ら
れ
な
け
れ
ば
.，ら
^
い
。

/

附
記
ヲ
ス
キ
ン
が

'/h 

ニ
ス
じ
菸
び
な
が
s

;r
し
時
に
は
总
怵
な 

去
そ
の
醜
陋
^
悠
で
ス
-祺
わ

り

し

は

前
!:
一
 
宫
し
r:
。

ー
八
：太
九
平
|: 

N
o
t
r
o
?
M

Ĵ
M
l:
V
H
l
!
ス
か
指
^.
て「

抓
中
に
.輝
け
/>
部
わ
り
：と
运
. 

っ
た
のIX
JJ

b
括
時
の
间
想
で
め
る
。
此
梆
te
l

unj
ガ
り
ラ
ス
キ
ン
の

 ̂

神
^
视
は
す
む
の
ビ
し
乂
側
ハ
味
が
わ
る
心
次

^
ー
-部
^
杣
⑴
マ石
0
 

『

一
;
八
.:
3
£汍
年
五
力

——

其
地
で
私
け
#
常
|:
.多
ぐ
の
困
難
で
乾
燥
無 

味
な
、
.機
械
的
勞
作
か
W
め
た
の
'T
其
地
な
去
る
以
抑
I:
金
く
其
魅
力 

^
失
っ
て
し
ま
イ
わ
税
で
す
マ
分
析
な
ん
て
总
ま
は
し
い
仕
辦
で
t

°

.
'
.
刖
5

充
分
|:
諭
じ
敬
く
ヤ
人
冏
は
不
.愉
快
な
人
問
だ
と
1;ム
ふ
水
|1
饨 

|:
た

し

か

で

寸

0

:
ぺ

』

:

此
11
度
は
近
||
|
:
家̂
論
第
三#
の
そ
れ
|:
.對
比
し
て
ヲ
，ス
キ
シ
O
M
^
M 

^
.群
ろ
有
カ̂
付
料
で.わ
る
0

.匆
鈴
此
热
屮
に
は.ィ—

*
*テ
ィ
•
ク
ク
ク

■Jj
7
ド、
•か
破
社
會
來

m
.s 'iV

m
pw
m

の
is
ふ
如
く
エ
ー
书
ラ
ス
な
詩
张
が

力
る
か
は-知
れ
rx
い
がo 

冏
じ
感
想
か
典
常
時
|:
來
め
ろ
祺
が
川
來
ろ
ニ
ペ
五
ニ

 

¥
六
刀
ニ
十
：
1ー 

H 

"丨
デ
ャ
ァ
ス
に
與
へ
れ
與
ば
そ
れ
で
ゎ
ろ
。
典
屮
！

_
L
「

.一
ff
f

.s
い 

祺
！2
は
ダH

一一
 

ス
|:
就
い
て
わ
ら
ゆ
-る
悄
^

い
失
つ
て
し
ま
つ
た
祺
で 

す」

と
。
彼
11
グ
ヱ
一
一
ス
の
生
活
に
不
愉
快
如
狨
す
る
と
“
丨
デ
ヤ
ァ 

ス
の
詩>
吟
動
し
て
吳
し
い
盛
卿
‘
呼
ぴ
m
さ
ぅ
と
し
れ
、
併
し
遂 

I:
一
 

n『Bridge of 
3
§
5
の
脚
下
|:
淺
さ
れ
む
；
エ
し
く
一

 

呎
半
*aか 

り
の
邮
水
か
见
出
し
て
か
ら
、
又
家
路
|:
つ
か
ぅ
と
し
て
ゐ
ろ
時
U
ブ 

ヲ
ソ
ド
，キ
ヤ
ナ
タ
で
淺
瀬
I:
乘
上
げ
て
か
ら
"
私
は
キ
ヤ
ナ
ヤー

就 

い
て
は
匙
を
投
げ
て
し
ま
'ひ
土
し
た
、
以
來
其
等
|:
つ
い
て
は
美
し
い 

惝
緖
^
间
愎
し
得
な
い
の
で
マ
：

：

』

°.

r s

朱
ンC i

リ

力

ア

ド

ォ

派

主

義

概

論

(

下)

- 

津

田

誠

十Hi

前
揭
ソ
力
ア
ド
ォ
派
社
會
主
義
の
諸
星
に
關
し
て
は 

文
獻
以
外
行
藏
多
ぐ
煙
滅
に
歸
せ
る
も
、
獨
な
ホ
ジ
-ス
,

- 5J

y

於
て
は
佛
人FJie H

a
l
t

の
錄
せ
る
傅
記
の
•存
斡
旋
に
依

6
急

進

派

の

機

關

：紙|

ョ
1
1
1
的
0
1
1
3
|

0
の 

|

す
る
あ
り
て
稍
詳
細
に
^

經
歷
を
窺
ふ
事
が
出
來
.る
。

議
會
託

者

偷
敦
(:
轉

住

す

，る

に

及

ん

で

小

^

を

.彼

は1

七

八

七

年

末

偷

敦

附

近

の

.

C
h
a
t
l
i
a
m

に

出

生

、

得

た:'
',
恰

も

擡

頭

し

來

れ

る

勞

働

運

動

に

對

す

る

彼

れ 

幼

：̂
に

し
、
て

海

眾

に

入

り

旗

進

大

戤

/2
る
に
及
び
偶
々
の
諧
粹
は
此
陇
ょ
り
始
ま
る
。
即
ち
蘇
入

R
o
b
i
n

 

^

言
上
宵
の
总
諱
に
觸
る〜

事
ぁ
レ
て
豫
備
役
に
編
入
一
ぞ
協
力
週
刊
雜
誌M

e
c
h
a
n
i
c
s
- M

a
g
a
z
i
n
e

を
發
刊
す
る 

時
に
年1

一
十
五
。
乃
ら
憤
怨
饑
ず
る
能
は
中
翌
：

I

八一ど共に

P
l
a
c
e

の
保
護
の
下
に
土
手
學
校
客
备
吕
？ 

三
年
ニA

n

 

E
s
s
a
y

 o
n

 N
a
v
a
l

 D
i
s
c
i
p
l
i
n
e
-

を
表
は
u \ 

I
n
i
t
u
t
e

を

創

設

以

て

勞

働

者

階

級

の

智

的

開

發

(:
努 

诹
雜
の
過
爾
上
官
の
擅
恣
刑
罰
の
殘
忍
を
痛
擊
し
た
。

|

め
た
。

0
, 
p 

H
.

 

C
o
l
e

は
日
く
、
ホ
ジ
ス
キ
ン
は
勞

:
:

働
者
の
獨
-vr
:敎
育
を
提
唱
せ
る
先
驅
で
ぁ
る
o
勞
働
者 

\

は
^

己
の
爲
め
0

己

の

手

に

依

つ

て

敎

育

を

行

は

.
ざ
る 

\

限
り
、
萬
に
彼
等
に
必
耍
な
る
敎
宵
は
決
し
て
確
保
す

..彼
れ
ゥ
鴻
翁
禁
止
^
撤
廢
の
瞬
士 

6
し
.て

、

藉

聞

せ

.る 

F
I
S
:
:
P

一

a
c
e

を
始
め
政
治
的
急
進
派
諸
名
士
の
知
遇 

を
得
た
る
獄
緣
亦
た
此
ー
篇
に
«

す
で
推
せ
ら
る
0
瑚

|

ど

共

に

の

保

護

の

下

に

エ

手

學

校J
^
&
ps.
死 

\ 

.
^
i
t
u
t
e

を
創
設
以
て
勞
働
者
階
級
の
智
的
開
發(:
努 

|

め
た
。

G. 

D
.

 

H
.

 

C
o
l
e

は
日
く
、
ホ
ジ
ス
キ
ン
は
勞

を
利
し
て
外
遊
三
年
、
佛
獨
伊
瑞
諸
國
遍
歷
、歸
來
伉
儷
，
一，

る
を
得
な
.い
。

「

之
を
庶
人
の
爲
に
計
る
に
其
主
人

を
得
て
扱
をK

d
i
n
b
u
r
g
h

に
定
め
浩
瀚
ニ
卷
に
亘
る
外 

遊
感
想
錄 

^
T
r
a
v
e
l
s

 

in 

the 

.North 

of 

G
e
r
m
a
n
v

 

こ 

100
2
0
を
上
梓
"
爾
來
«

ら
文
_

を
以
て
處
生
の
道
^
!
！ 

せ
ん
S
せ
し
が
辦
志
に
違
ひ
て
久
し
く
贫
鹱
に
沈
渝
し 

た
る
を
漸
く
一 

八
ニ
三
年P

l
a
c
e

並
に
で
i

讓

の

_

第
十
八
卷
リV.

五
八
三)

錄

b
敎

育

を

授

か.る

ょ
b

は

寧

ろ

敎

育

を

奪

は

る

、

'
に

如
 

か

すC

蓋

し

斯

の

如

き

敎

育

は
*

に

懸

け

ん

：が

爲

め

に 

家
畜
を
訓
練
す
る
に
等
し
け
れ
ば
な
り」

炎
は
、
彼
れ 

の
/5
想
び
*
本
で
ぁ
つ
たV」

。

然

も

M
e
c
h
a
n
i
c
^
I
n
-

 

s
s
E
eの
純
醬
維
持
は
急
進
派
中
產
隈
級
の
資
力
援
助

ア
ド
す
派
社
會
生
義
概
論

笫
叫
號

九
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瓦
八
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雜

錄

1
カ
ァ
ド
ォ
派
社
會
主
栽
槪
論

を
必
.要
^
す
る
に
至
り
諸
^

ホ
ジ
ス
キ
ン
の
裁
i
に
任 

$

、
做

に

彼

れ

は

經

濟

學

、
文

法

"
並

に

社

會

發

達

論 

の

講

師
を
以V

甘

ん

せ

ね

ば

な

ら

な

か

つ

れ

。

此

間
,

j 

.
 

八

ニ

五

年

其

代

表

的

傑

作

の
«
ぁ

る

'
L
a
b
o
u
r

 

D
e
­

fended against the C
l
a
i
m
s of 

Capital

ご 
i 

M
e
e
h
a
n
-

 

i'
:

i
c
s

「
M
a
g
a
z
i
n
e

に

侬
5
て

公

刊

せ
:'
G
れ

、

又
一
八
ニ
七 

’
年
に
は
前
揭
講
義
案
に
補
正
を
in
へ

て

k
p
c
u
a
r
 

ザ
0
目o

a
L
E
C
O
n
o
m
y

ご
を
.上
辟
し
把
。

是
ょ
9 

一
\
三

二

年

其

最

終

の

著

作

た

る

I

I

 an
d

 Arti- 
fidal 

m

g

h

w

of Property 

Contrasted 
ご

を
以
て
座

濟
制
度
を
無
視
せ
る
政
治
的
改
革
の
、徒
勞
を
指
摘
す
る

に
至
る
ま
で
の
短
期
間
が
彼
れ
の
：極
力
勞
働
運
動
に
活：

蹓
*
る
時
代
に
し
て
、
勞
働
者
の
政
治
的
要
求
が
漸
次

•

熾
烈
々」

な
る
.に
隨
ひ
威
紫
亦
た
昔
日
の
如
く
な
ら
ず
？

.

.

し

:;
,
*
章
黨
運
動
の
初
期
に
至
る

}

で
ゆ
間
々
無
產
费
階

«

の
俞
合
に
參
加
し
演
說
し
た
が
其
名
聲
e
個
人
的
勢
力 

は
次
够
に
®
滅
し
て
行
つ

第

四

號

二

5
 

要

は

g
o
r
n
i
n
g

 

chronicle. 

D
a
i
l
y 

N
e
w
s
.

 

Courier, 

s

uvpBrighton Guardian, Illustrated L
o
n
d
o
n

 N
e
w
s
,

 

等
諸
種
の
新
聞
雜
誌
に
寄
稿
の
筆
を
執
ら
し
め
遂
R

i
 

八
西
六
年
に
，は

E
c
o
n
o
m
i
s
t

の
社
員
ご
な
つ
た
。
社
中 

偶

々

ffi
e
r
b
e
r
t

 

S
p
e
n
c
e
r

あ
b
。
其
自
叙
傅
に
依
れ
ば 

自
著
の
表
® 
に 

Demostatics 

 ̂Social Statics 

ミ
の 

ニ
就
を
提
ホ
し
、
其
撰
名
を
ホ
シ
ス
キ
ン
に
委
ね
^
み 

ぞ 
一

K

ふ
に
镦
し
て
も
兩
者
の
&
交
察
知
に
難
か
ら
ず
>
: 

晚
年
退
社
偷
敎
近
郊
に
隱
逝
一
八
六
九
年
八
十
ニ
歲
に 

し
て
眞
因
。
時
に
世
人
の
腦
裡
旣
に
此
人
無
く
一 

の 

新
間
雜
誌
の
其
死
を
報
す
る
も
の
無
か
b
し
S

茇
ふ 

(
L
o
w
e
n
t
h
a
l
:
T
h
e

 

Ricardian 

Socialists, PD. 

6h-6c, 

G. 

D
.

 

H
.

 
c
o
l
e
: 

Introduction 

to 

ニ L
a
b
o
u
r

 

D
e
f
e
-

 

n
d
e
d
\

 

P
P
.00
-
I
5
,
小
泉
敎
授「

社
會
問
題
硏
究」

四
三

四—

四
三
六
頁)
。
 

' 

•

英
國
舭
會

m
心
想
史
上
に
於
て
ホ
ジ
ス
キ
ン
の
占
む
る

I
_
_
_
_

__

 

:

た

.
愛
，し
於
て
.か
生
.計
の
，必
：

特
與

'の
地
位
は
、B

e
n
t
h
a
n
x

施

.の

.：功

.利

.
0原
浬

に

代

.

I . 

. 

! 

. 

I
S
L

」—

圓 

L

」

：l
i
. —

1
:
1
.

る

に

往

背

のL
o
c
k
e

自
.然
哲
學
を
以
て
せ
る

®
に
在 

る

o
即
ち
彼
れ
は
人
龆
制
度
の
檢
討
に
當
り
て
幸
福
の 

»
優
~を

本

來

の

•

繩

ミ

す

る
11
|
:«
<
，
自
然
權
ほ
然
法 

を
高
刺
し

6
然
的
財
產
權

^
J
A爲
的
沏

*
權W

の
對
峙 

:

の
上
に
：總
て
の
理
論
の
根
據
を
魔
：い
た
，
询

に

「

諸
國 

民
の
繁
榮
を：

決

衆

す

る

法

則

は

人

間

の

作

爲

に

あ

ら

：
 

ず

、
，自
然
：の
事
理
ょ
り
抽
出
せ

’る
.も
の
.で
あ
る
。
吾

人

' 

は
之
を
创
造
す
る
に
あ
ら
す
、

之
を
發
見
す
る
の
み」

マ

し

云

ふ

w
,co
a

yの
.
言

說

は,

ホ
ジ
ス
キ
ン
が
其 

:Po
pular .Political E

c
o
n
o
m
y

 

=
の
«
語

€
し
て
引
用 

す
る
所
に
し
て
"
經

濟

學

徒

は

须

ら

く「

人
間
を
以
て 

大
宇
市
の
組
織
の
一
部
：ビ
看
做
し
、
例
へ
ば
萆
木
の
發
ぐ 

育
天
體
の
運
行
の
如
く
に
.、
如
何
な
る
人
事
の
細
葉
ど 

雖
必
然
怪
久
不
變
な
る
諸
法
則
に
支
配
せ
ら
る
、
所
以 

を

看

破

：し
し"

以
て
富
の
生
產
分

.配
に
關
す
る
自
然
法

. 

則
を
姨
見
適
用
せ
ざ
る
可
か
ら
ず

：

V
J

致
ふ
の
が
其
根
本

富
論
し
に
抵
淑
す
る
摩
深
く
曾
て
嘆
じ
て
日
く
、「

此
偉 

人
は
富
の
自

然
的
分
配
ビ

其
人

爲
的
財
産
權
に
某
く
分 

，
配
ど
を
周
到
に
區
別
し
た
。
然
る
に
其
衣
鉢
を
繼
げ
る 

人
々
は
枭
れ
に
反
し
て
這
般
の
區
別
を
顧
み
す
、
却
つ 

て
彼
等
の
著
作
に
於
て
は
此
人
爲
的
權
利
の
結
粜
が

0 

然
の
法
則
で
あ
る
^
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る」

s (
p
o
p
u
l
a
r 

Political 

E
c
o
n
o
m
y
,

 

p. 

XXII〕
。

然

ら

ば

富

の

，
：

S

然
的 

•分
配
e
は
如
何
ビ
衮
ふ
に
、

そ

は
勞
働
儇
値
說
に
立
脚 

せ
る
勞
働
佥

收
權
の
主
張
に
外
な
ら
ぬ
。
彼
れ
は
夙
に 

其 

s Travels 

in 

the N
o
r
t
h

 G
e
r
m
a
n
y

 

=
R
於

て「

地

主
ど
資
本
家
は
一
物
を
も
注
產
せ
す
◊
資
本
は
勞
働
の 

所
產
に
し
て
，
利
潤
は
勞
働
者
の
生
產
物
中
ょ
h
.資
本 

家
，か
强
奪
し
れ
る
其
部
分
に
過
ぎ
ざ
る
の
み」

(

く

を

r5 

pp. 

9
7
-oo
j

ミ
論
雛
し
た
が
、
斯
く
の
如
き
主
張
は
或 

ば
勞
働
は
凡
ゆ
る
富
の
源
泉
な
b
ど 
一K
c>
'

、

或

は

總

て
 

の
交
換
價
値
は
勞
働
の
所
產
な
り
'£
■
沄
a

b
其
表
現
の 

態
様
を
異
に
す
れV

も
終
始1

賞
彼
れ
の
諸
作
の
隨
所

第
叫
號 

ー
ニ
プ

の
思
想
：で
あ
つ
た
。
而
し
て
又
ァ
ダ
ム
.•
ス
ミ

ス
の「

國 

，

.
’第
十
八
餘
ハ
芄
八
芄
}

雜

錄

3
ヵ
ァ
ド
士
派
社
會
虫
義
概
論



第
十
八
怨
へ
五
八

.：
ハ

)

雜

錄

”カ
ア
ド
が
派
社
直

4

槪諭

' 

第

q
雛

二

三

に

高

調

せ

、
ら

る

、

所

で

あ

つ

て

、

就

中

小

#

a

l
ĉr
o
u
r 

D
e
f
e
n
d
e
d
"

は

之

を

論
瞪

す

る

W
最

も

明

細

で

あ

る

。

十
四

_

抑
々
勞
働
者
沏
結
禁
止
法
做
囘
の
楚
非
を
中
心
に
勞 

資
の
圓
爭
漸
ぐ
熾
烈
を
加
へ
ん
^
す
る
や
、
論

钗

の

,1 

殆
r

擧
つ
て
資
本
側
に
.味
方
す
る
の
«
有
り
。

或

は
 

H
u
s
l
d
s
s
o
n

の

如

く「

資
本
は
國
外
に
驅
逐
せ
ら
れ
、

.

M

導
せ
ら
れ
た
る
努
働
者
等
は
時
過
ぎ
ぬ
間
に
之
を
抑,
 

，應
せ
：
':?
れ

ぼ

彼

等

；>

」

¥

等

の

上

に

滅

亡

を

澌

ら

す

可 

し」

祀

憂

す

る

あ
-
o
。

成

はJ,
a
n
s
d
o
w
n
e

侯

の

如

く' 

に

「

资

本

はt:
し
く
保
譴
せ
ざ
る
可
が
ら
す
。_

っ̂
 

ん
ば
:
一
'層
好
遇
せ
ら
る
、
國
土
に_流
出
す
可
し」

ミ
主 

張

す

る

を

。
加
ふ
る
にi

派
雛
酿
學
の
論
說
を
檢 

:
す
れ
ば
資
本
の
讃
美
到
れ
り
傘
せ
る
を
見
る°,CU

I
,

.

0
1
が̂

「

固
范
並
に
流
動
資
本
の
#
樅
使
用
は
、

一
ff
l 

;■
•
文
明
の
程
度
を
向
上
せ
じ
む
る
^

必
須
の
も
の
で
あ 

る

r
し
て
t
の
生
產
大
に
其
分
配
普
ね
為
を
得
る
は

偏
に
^
麵
資
本
の
協
力
作
用
に
依
る
。
か
る
が
故
に
資 

本
の
增
..加
は
®

に
各
國
藓
業
の
數
景
を
增
加
せ
し
む
る 

の
み
な
ら
す
、
亦
た
典
結
果
分
樂
の
搋
大
新
利
器
の
發 

明
を
潇
ら
し
、
爲
に
等
量
.の
勞
働
を
以
て
無
限
に
多
量 

I

の
財
货
を
生
•飯
せ
し
む
る
に
至
る
。
加
之
資
本
は
斯
/
、
 

分
業
を
促
進
す
る
上
に
见
，に
努
働
を
容
易
な
ら
し
め
次 

の
如
き
三
個
の
態
樣
に
於
て
富
の
生
產
に
貢
献
す
る
o 

第
一
資
本
は
若
し
是
れ
無
く
ん
ば
遂
行
の
不
可
能
な
る 

{
事
を
^
行
せ
し
め
、
又
は
生
-產
.の
不
可
能
な
る
.財
為 

へ
を
生
康
せ
し
め
る
。
第
二
資
本
は
殆V」

凡
ゆ
る
種
類
の 

-

財
貨
.

9

生
産
に
於
て
勞
_
.を
節
約
す
る
。
第
三
資
本
は 

仕
華
の
遂
行
を
一
層
良
好
迅
速
な
ら
し
め
る
.

」

皮
て
資 

本
の
效
用
を
頌
ベ
、
又

J
a
3
e
s

 

Mill 

*

か

「

勞
働
者
次 

原
淞
を
も
器
貝
を
も
所
有
せ
す
C
是
等
は
資
本
家
が
彼 

等
に
給
仞
す
る
所
に
し
て
，
此
給
付
を
爲
す
R
當
b
資 

す

-r
力

報

•»
,を
期
待
す
る
は
闽

J
む

其
听
で
あ
る」

€ 

不
勞
所
得
を
擁
議
せ
る
が
如
き
比
々
铧
然
o
で
あ
る
ン

I
I

1

1

I
j1
I
1

今
ホ
ジ
ス
キ

ン
は
如
上
の
世
論
に
杭
し
て
勞
働
の
爲 

に
辯
^
ん
、

/」

欲
す
る
も
の
な
>
0が
、
彼
れ
は
先
づ
流
動 

資
本
^

®
^:
資
本
^
を
腺
格
に
區
分
し
夫
々
個
別
的
に 

考
究
の
亦
ー
を
進
め
る
。
以
爲
ら
/、
、
資
本
主
義
的
論
客 

は
漱
動
資
本
換
言
す
れ
ば
怒g

者
の
衣
贫
の
资
㈣
^
さ 

に
於
て
ぼ
、
；

〗

勞
働
漭
は
決
し
て
卽
刻
收
益
を
.賢
ら
さ
V: 

る
底
の
琪
業
に
從
郫
す
る
能
は
ざ
る
可
し
。
流
動
資
本 

こ
そ
，は
勞
働
«
の
現
在S

,

生
計
を
保
證

し
、以
て
唂
種 

有
益
な
る
分
業
に
服
役
す
る
を
得
せ
し
ひ
る
.泉
源
な
り 

論̂
中
れ

yレ
b
此
論
不
可
で 
'あ
る
。
固
ょ
り
0
已
が
钧 

己
の
勞
働
に
い
そ
し
む
時
は
必
>
.衣
食
の
獲
得
を
期
待 

し
得
可
き
保
證
の
'#
せ

ざ

る

限

^

^

織

匠

も

船

エ

も

其
 

業
に
安
ん
中
る
を
#
ざ
る
は
常
然
な
れ
ざ
む
問
題
は
兆 

保
證
の
那
邊
な
り
來
る
か
に
在
る
。
而
し
て
ホ
；ジ
ス
キ 

ン
の
»:
答
は
此
保
證
は
人
間
の 

一
®
ff
i
;it
に
由
來
し
、
 

流
動
资
本
ぞ
呼
ば
る
：く
財
貨
：の
貯
藏Li

歸
せ
ら
る
ゝ
所
，
 

の
效
能
は
、
實
は
典
存
勞
働oo.existing 

L
a
b
o
u
r

換

言
：す

れ

ば

同

時

に

行

は

れ

つ

、
ぁ

る

他

の

人
々
の
勞
働 

に
負
へ
る
も
の
な
り」

V」

云
ふ
に
歸
着
す
る(

L
a
b
o
u
r

 

Defen
d
e
d
,

 

G. 

D
.

 

H
.

 

C
G
l
e
w
c
d
.

 pp. 

3
3 

丨
 
3
00
;
小
泉
敎 

授
前
梆
書
、
四
四
0—

1
1四
1ー1頁
>
。

.蓋
し
、

ホ
ジ
ス
キ
ン
は
論
じ
て
云
ふ
、
凡
ゆ
る
財
貨 

の
眞
の
製
作
潜
た
る
勞
働
者t

r

«
主
が
彼
れ
に
貨
幣 

を
支
拂
ふ
可
く
且
つ
彼
れ
は
此
貨
幣
を
以
て
典
欲
す
る 

所
の
物
資
を
®
質
し
#
可
さ
を
知
る
。
彼
れ
が
其
生
活 

の
保
銳
を
得
る
は
此
事
實
に
»
く
の
で
ぁ
る
。
彼
れ
は 

ヾ
何
等
財
貨
の
貯
藏
を
保
有
す
る
事
無
し
。
然
ら
ば
其
屉 

主
は
之
を
保
有
す
る
か
ミ
云
ふ
に
明
に
I
ら
ず
。
特
殊 

植

少

の

例

外

を|&
§

、

資

本

家

は

毫

も

興

勞

働

者

が

耍 

求
す
る
財
貨
を
豫
め
川
意
す
る
事
無
し
。
彼
れ
は
啦
だ 

貨
幣
を
所
有
す
る
。
他
の
資
本
家
に
對
す
る
信
用
を
所 

布
す
る
。
:
法
の
裁
可
に
從
ひ
勞
働
者
，の
勞
働
を
支
配
す 

可
き
權
能
を
所
有
す
る
。
乍
併
衣
服
食
料
は
之
を
所
有 

し
な
い
。
彼
‘れ
•は

勞

働

者

に

.
貨

幣

賃

銀

を
支
拂
ふ
。
而
し

笫

十

八

卷(

五
八
七)

錄

力
ア
ド
*
派
社
#
主
我
槪
論

第
叫
號

1

二
三



館

十

べ

卷(

五
八
八)

*
雜

錄

力
ア
ド
方
派
社
會
.主
雜
槪
論■

第
四
號

I 

ニ
四

て
他
種
の
勞
働
者
は
是
等
の
勞
働
者
の
享
受
せ
る
貨
幣
務
に
專
念
し
て
後
輝
の
憂
無
き
'を
得
る

は
流
動
資
本

の
E

に一
部
を
受
け
ん
が
爲
に
S

衣
服
食
料
を
不
斷
に 

生
產
し
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
。
故
に
畢
竟
俯
渚
被
傭
者 

共
に
®
門
の
分
業
に
從
辦
;1

-
る
を
#

る
は
、
經
濟
學
者 

の
云
：ふ
が
如
く
に
財
货
の
貯
藏
即
ち
流
動
資
本
を
布
す 

る
爲
に
*

ら
ず
し
て
、
M

に
彼
れ
が
其
特
殊
の
業
務
を 

管
み
つ
、
あ
る
間
に
彼
れ
泡
身
の
生
產
せ
ざ
る
物
資
は 

彼
れ
の
爲
に
用
意
せ
ら
れ
、
且
彼
れ
は
自
家
勞
働
の
所 

產
を
以
て
：

g

に
支
拂
ひ
之
を
漉
得
し
得
る
の
她
信
あ
る 

が
爲
で
あ
る
：。
此
確
信
た
る
一
本
來
何
等
の
思
慮
を
要
せ 

す
恨
，習
ょ
h

自
然
に
涵
起
す
る
も
の
に
し
て
ハ
.宛
も
太 

賜
の
明
日
^

ひ
具
る
を
如
待
す
る
が
如
く
、
入
事
も
亦 

た
過
去
同
様
に
將
來
も
推
移
す
可
き
を
漠
然
信
す
る
爲 

な
れW

も
、
殊
更
穽
懲
：を
>)
]

ふ
る
時
は
语
人
が
他
人
所 

求
の
物
資
を
用
意
し
つ
、
あ
る
間
に
他
人
は
菩
人
所
求： 

.の
®

資
を
^

:

mし
つ
、
あ
る
.

^
知
^の

..

事
實
.に
歸
す
可 

く
、
愛
に
於
て
か
凡
ゆ
る

階
級
の
人
々
が
典
日
常
の
業

あ
ら
中
兆
存
勞
働
の
賜
で
あ
る
。
共
存
勞
働
乙
を
は
社 

會
生
活
'の
邀
調
で
あ
る
。
資
本
家
が
勞
働
者
を
支
持
使 

役
し
得
る
は
其
財
货
の
貯
«
を
所
有
す
る
が

爲
に
あ
ら 

ず
し
て
、
他
人
の
勞
働
^
剩
す
る
命
令
權
を
所
有
す
る 

が
爲
で
あ
る
^

(Ibid, 

pp. 

3oo
-
4
^
p
. 

5
2
.

小
痕
敎
授 

前
揭
書
、
四
四
三—

四
四
六
頁)

。

次
に
叫
題
を
固
定
#

本
に
轉
1»
]
す
る
時
^
如
何
。
固 

定
資
本
は
勞
働
を
補
助
す
る
器
具
機
械
雞
物
の
類
ょ
り 

成
る
。
是
等
の
婴
具
を
使
用
す
る
時
は
空
手
爲
し
能
は 

.ざ
る
仕
事
を
爲
さ
し
め
、

一
定
時
間
に
遙
に
多
置
の
仕 

事
を
爲
さ
し
め
觅
に
ー
層
精
巧
美
妙
に
之
を
爲
さ
し
む
：
 

る
事
實
に
關
し
て
は
ホ
ジ
ス
キ
ン

マ

」

雖
異
論
は
無

い

。 

乍
併
彼
れ
の
釓
さ
ん
ど
欲
す
る
は
®
等
の
器
具
機
械
は 

抑
々
何
人
の
所
產
に
し
て
"
且
つ
幾
許
の
程
度
に
ま
で 

勞
傲
ど
分
離
し
.單
獨
に
て
生
產
に
貢
献
し
得
る
か
の
問 

©
で
あ
る

。

1
ふ
|:
最
も
厨
强
な
る
資
：本
の
擁
_
赛

€

|
!

1

I

I
f

!N
；1

I
1

j
1画
1

雊
、
凡
ゆ
る
器
具
機
械
が
其
本
源
に
遡
れ
ば
勞
働
の
所 

.產
な
る
事
は
認
容
す
る
。
'唯
だ
彼
等
は

M
に
附
言
し
て
：
 

そ
は
仉
過
丧
の
勞
働
の
所
齑
に
し
て
"
资
本
家
は
之
を 

貯
藏
游
續
し
た
る
の
故
に
當
然
利
澗
享
#
の
權
利
を
賦 

與
せ
ら
る
；、
も
の

û
hyビ
主
張
す
れ
，じ

6
V
ホ
ジ
ス
キ 

ン
は
楚
れ
ヒ
見
解
を
^
に
す
る
"
即
ち
日
く
、
器
具
^
 

械
の
製
造
は
衣
類
食
料
の
製
逍
€
同
様
に
絕
え
間
が
な 

い
。
成
；̂
程
器
具
機
械
は
一
部
ビ
沄
ふ
が
如
き
短
日
月 

間
に
全
く
消
费
消
耗
せ
ら
る
、
事
は
稀
な
り
<
雖
，
然 

も
彼
等
は
製
造
せ
ら
る
、

や
：否
や
施
ふ
る
限
り
早
く
使
：
 

用
蓮
轉
せ
ら
れ
る
。
之
を
製
造
す
る
や
.、
：何
人
も
之
を 

貯
藏
す
る
事
無
く
又
貯
藏
せ
んV」

欲
す
る
事
も

無
い

。
 

蓋
し
彼
缂
が
堪
に
所
謂
過
去
.の
勢
:«
の
結
张
た
る
に
止 

ま
る
間
は
> 
換
言
す
れ
ば
勞
働
者
に
侬
て
夫
々

の
用
途 

に
適
用
せ
ら
れ

ざ
る
間
は
、
彼
等
は
之
を
製
造
せ
る
費 

用
を
償
ふ
事
無
き
故
で
ぁ
る
:'
:0
彼
等
が
：使
用
運
轉
せ
ら 

る〜

_
に
於
て
始
め
て
そ
は
利
刺
を
微
ら
す
。
彼
等
は

最

初

ょ

り

全

，然

勞

働

者

の

使

用

の

爲

に

製

逍

せ

ら

れ

、. 

興
勞
働
者
の
手
に
委
せ
ら
る
、
や
否
や
資
本
家
に
割
し 

啻
に
其
製
造
费
の
み
な
ら
す
一
國
の
利
澗
に
相
應
じ
て 

超
加
收
入
を
與
ふ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
利
潤
の
發
生 

\

が
器
具
機
械
の
過
去
の
劍
造
に
因
曲
せ
ざ
る
は
、
之
を 

|

單

に
放
置
す
る

時
は
其
價
値
の
減
退
す
る
事
實
に
徵
し 

て
明
瞭
で
め
ら
ぅ
。
要

之r

切
の
固
觉
資
本
は
"

?

 

一
般
に
承
認
せ
ら
る
'
か
如
く
に
"
其
#
生
の
原
始
に 

:
於
て
の
み
勞
働
並
に
熟
練
の
創
造
す
る
所
S
看
る
可
き 

|

に
あ
ら
ず
し
て
、
そ
は
社
會
發
達
の
如
何
な
る
措
梯
人 

I

類
史
上
：の
如
何
な
る
，時
代
を
問
は
中
常
に
勞
働
並
吣
熟 

練
0
產
物
で
あ
る
。
固
ょ
b
之
を
作
る
勞
働
並
に
熟
練 

-
:
:
は
放
8
類
千
態
茁
樣
な
る
可
し
ミ
雛
、
侬
.然
興
勞
働
並 

,

に
熟
練
の
產
物
た
る
®
に
於
て
は
’變
リ
は
.
無

い

"

而

し
 

て
庇
述
の
如
く
一 

旦

固

定

資

本

の

製

,^
ぜ

ら

れ

た

る

後
 

は
、
如
何
に
精
.巧
堅
牢
を
極
む
S
雖
之
を
勞
働
者
の
手 

に
依
つ
て
利
用
運
轉
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
唯
だ
朽
廒

.
静

娀 

一
i

笫

十

八

猞(

31
八
九〕

雜

錄

:
: 

9ヵァ
^
-ォ
派
社
#
主
義
概
論



贫

十

八

餘

S

九0
K
.

雜

.錄

”
ヵ
ア
ド
ォ
派
社
會
主
'栽

康

.

を
俟
つ
死
物
に
過
ぎg

 

(pp. 

5
2
-
5
6
}
。

固

定

資

本

の

ホ

ジ

ス

キ

ン

乃

ち

以

爲 

效
能
を
.十
全
に
發
撖
せ
し
め
ん
に
は
三
個
の
條
件
を
必 

耍
ど
す
る
の
み
。
第
一
«
«
#
明
の
知
識
才
fi
g
、
第
二

發
W
を
具
體
化
す
る
技
能
熟
練
、
及

び

第

憂

造

：せ
ら 

れ

た
る
要
與
を
使
用
す
る
熟
練
並
に
，勞
働
即
ち
是
れ
で 

*
るw

 

(pp. 

6
3
-
^

前
揭
镩
四
四
六
I
四
四
八 

斯

r-
<
て
ホ
ジ
ス
キ
ン
は
時
の
經
濟
學
者
が
資
本
：の
®

-

な
り
ど
爲
せ
る
一
切
の
功
«
を
悉
ぐ
勞
働
の
效
能
に
歸 

し
"
其
常
然
の
歸
結
：さ
し
て
利
子
利
潤
の
不
勞
所
得
を 

廢
除
し
勞
働
金
收
權
を
高
調
し
て
狱
ま
ざ
る
も
の
で
あ 

:
る
。
乍

併

总

0

貨
物I

 W

し
て
分
業
協
業S

所
能
た 

r
c
ざ

る

無

き

今

ロ

：
、

各

勞

働

客

は

一

生

產

物

の

®

し
.て 

幾
許
の
部
分
が
自
己
の
勞
働
の
所
齑
た
る
を
襲
明
し
得
:'
, 

る
乎
。
避
れ
®
働
金
收
權
の
說
く
に
易
ぐ
し
て
行
^
に 

雛
さ
一
因
で
あ
る
。
而
し
て
尔
ジ
，ス
キ
ン
も
亦
こ
も
通 

阱
を

B
識
/
乍
ら
興
解
決
に
は
輿
ろ
無
策
で
あ
つ
だ

o
 

,

:

.‘
十

五

.

K

 

ス
璐
士
の
麻
謂
，

「

市
場
0-
&
八
ロ
レ
に
侬
つ
て
公
平 

に
決
定
せ
ら
る
可
し」

ど

(Ibid' p
p
.

00
5
-00
^
;
。

.
約
’言
す
れ
ば
ホ
ジ
ス
キ
ン
は
個
人
虫
義
的
妣
會
形
態 

を
保
持
じ
®

li
3
競
^
制
度
を
杯
續
し
つ
、
、
資
本
の
所 

猫
を
撤
廢
せ
ん
汔
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。:

斯
く
の
如
9 

.现
猶
は 
>
;
彼
れ
の
問
題
ど
爲
せ
る
洛
關
係
勞
働
者
間
の 

協
軍
が
染
し
て
^
樂
觀
す
る
が
如
く
圆
rf
に

す
»1 

き
や
否
や
を
論
ず
る
ま
で
も
無
く
、
そ
れ
自
#
實
現
の 

至
難
な
：る
希
求
ど
去
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ト
ム
y
ン
が
其 

ぐLa
b
o
u
r

 

R
e
w
a
r
d
e
d

 

y 

.
に
於
て
此
»
,を
搏
擊
し
.「

個 

人
主
義
的
自
凼
競
爭
は
絕
對
平
等
の
分
配
亡

|

致
し
*
; 

き
：の
み
な
ら
す
亦
た
勞
働
佥
收
權
の
保
礙
€
も
雨
立
せ 

ざ
る
；̂
の
で
*
る
し(p., ,35) 

. r

佘
の
知
れ
る
範
圍
に
_ 

於
て
.勢
働
金
收
權
を
希
求
せ
る
に
拘
-ぃ
ず
、
尙
個
入
丰 

*

義

尔

競

淨

を

誠

歌

し

て

^

ま

ざ

：

る

'は
*

^n 

-
r 

L
a
b
o
u
r

 

D
e
f
e
n
d
e
d
.

の
著
者
あ
る
の
：み
'
;
他
の
個
人
主
義
的
競 

爭
の
謳
歌
者
は
悉
く
、
競
印
制
.敗
の
下
に
於
て
は
斯
炉
.

箱
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第

四

號

I 

ニ
六

、
分

業

の

世

の

中

に

於

.

.
て 

は

「

各
勞
働
者
は
僅
に
：全
：體
の
一
部
分
を
生
趦
す
る
に 

過
ぎ
ホ
>
且
各
部
分
は
域
獨
に
て
は
仗
等
の
價
値
又

ts 

效
用
を
有
せ
ざ
る
が
故
に
、
勞
働
者
が
捕
へ
て
以
て「

七 

^
は
吾
が
生
衆
物
で
あ
る
。
此
.は
吾
れ
の
所
荷
皮
爲
す
可 

.L
J
ぐ

」

稱
し
得
る
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。
隨
つ
て
勞
働
全 

收
權
實
現
の
問
題
は
.特
定
注
產
物
中
の
幾
何
の
部
分
が 

各
自
の
寄
與
勞
働
に
负
ふ
か
を
決
宛
し
、
楚
れ
ニ
準
じ 

て
勢
銀
の
公
；牛
な
る
分
配
を
期
す
る
に
あ
る
。
是
れ
が 

實
行
に
は
必
然
各
關
係
勞
侧
者
間
に
隔
意
無
き
折
管
を 

必
要
ど
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
而
し
て
佘
も
亦
た
興
解
決
に 

:
は
勞
慟
者
連
自
身
の
自
由
判
斷
に
委
ぬ
る
以
外
に
提
策
.

有
る
を
知
ら
ぬ
。
若
し
凡
ゆ
る
種
類
の
勞
働
が
完
全
な 

一
る
自
曲
を
得
、
且
つ
社
會
に
於
て
最
も
無
益
な
る
仕
事 

が
尊
敬
せ
ら
.れ
有
益
な
る
他
の
仕
事
が
不
當
に
輕
蔑
せ 

ら
る
、
が
如
き
.根
據
無
さ
偏
見
に
し
て
絕
滅
亡
ん
か
、 

此
«
杞
關
す
ろ
難
屈
は
消
久
丨
1
各
伽
勞
働
り
勞
龈
は
•

る
希
f

以

て

一

片

の

雾

|

?

|

す

る

も

、

0
 

の
で
あ
る」

CP. 

3

ど
云
へ
る
は
、
何
人
も
首
ー
|-
1
す 

:■
:
'可
き
評
言
で
あ
ら
ぅ
"

.

愛
に
於
て
か
咨
人
は
卞
ジ
ス
キ
ン
の
思
想
の
根
抵
に 

は
，
殆
ざ
無
政
府
主
義
的
傾
向
に
近
き
自
然
主
義
®
學 

の

潜
在
せ
る
鄯
を
想
起
せ
ね
ば
な
.ら
ぬ
。
而
し
て
此
特 

へ
徵
を
最
も
®
著
に
包
含
せ
る
も
の
は
其
最
終
の
著
作 

“
(
T
h
e

 

N
atural 

a
n
d

 

A
l
.
t
i
f
k
E

^
cr
Q
*一
 

&

a
p
s
p
e
a
y 

C
ontrasted,

こ
1CO
3
2 で
あ
る
。
本
#
は B

r
o
u
g
h
a
m

!:

苑
で
た
る
連
續
0
書
簡
體
を
爲
し
典
要
旨
を
摘
出
す
れ 

ば
ー
日
く「

現
今
社
#:
に
行
は
.
る

、

闘

爭

"

社

會

を

震
 

«
す
る
醜
惡
な
ろ
激
情
は
徹
頭
徹
M

財

爺

權|'
;
.
因
[]
4
す 

:る
も
の
に
し
て
"
且
つS

然
的
財
產
權
e
人
爲
的
财
產 

權
で
の
重
大
な
る
賭
別
に
倚
賴
す
る
.に
あ
ら
ざ
れ
ば
、

之
を
现
»|
し
得
す
之
を
救
濟
ず
る
能
は
ざ
る
も
の
で
あ 

る」

?

>

o「

自
然
の
法
律
は
動
勉
に
報
ゆ
る
に
富
裕 

を
以
て
し
怠
惰
に
報
ゆ
る
に
貧
窮
を
以
て
せ
よ
^
命
t

I

雛
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二
八

れV」

も
、
阈
家
の
法
律
は
怠
惰
な
.ふ
者
に
富
を
與
へ
勸 

勉
な
4
者
は
其
の
窮
困
に
陷
る
ま
で
之
を
搾
取
せ
ざ
れ 

ば
歇
士
ずJ 

(P. 

ニ4
)
。
'
「

此
人
爲
の
法
律
に
依
る
自
然 

的

財

產

權

の

學

v

^

v我
が
社
#
的
慘
禍
の
最
大
原 

因
で
ぁ
る」

(

V 

5o\
}
。：：：「
勞
働
者s

級
の
貧
闽
窮
迪
の 

直
接
側
近
の
原
因
は
、
彼
等
が
如
何
に
多
ぐ
勞
働
丨
且 

つ
其
勞
働
が
如
何
に
多
ぐ
の
人
々
を
窝
裕
に
往
活
せ
し 

む
る
か
を
顧
僦
す
る
時
は
>

粗
稅
利
潤
地
，代
等
の
形
態 

に
於
て
彼
等
の
.生
產
物
を
鐵
奪
.す
ろ
所
の
法
律
に
‘存
す 

る
事
は
疑
a
を
容
れ
ざ
る
W
で
あ
る
し(P;: “

4

念)
。
取
t£

提
示
せ
す
、
之
を
彼
れ
に
釓
す
時
はr

余
は
將
來
の
福 

»:
を
培
ふ
可
く
曠
»
の
中
ょ
b
社
#
を
創
造
せ
る
、
夫 

の
自
然
S
呼
び
或
はS

だ
稱
す
る
偉
大
な
る
權
カ
じ
信 

賴
す
る
も
の
で
ぁ
る
。
諸
君
に
し
て
佘
に
方
遨
方
策
を 

求
め
ん
か
’
佘
は
唯
だ
須
ら
く
か
の
權
カ
に
信
賴
し
茁 

義
を
盡
し
て
疑
ふ
勿
れ
e
答
へ
ん
の
み」

ど
云
ふ
の
み 

で
あ
る 

 ̂V
vs
，

Foxwell, 

I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n

rt
-
o M

e
?

 

^
e
rcr
t
s>d
JaQ
ブ
け
rl
-
o \;y}l

9.e 

P
r
o
d
u
c
e

 

o
f

 Lrabour, 

o
v 

s
l
i
v
)
。

彼
れ
の
理
論
が
其
破
壤
的
方
面
に
於
て
甚 

だ
速
徹
熱
烈
な
る
に
拘
ら
申
> 
典
雄
設
的
方
面
し
於
て

現
行
の
法
律
は「

政
府
の
權
カ
を
保
持
し
地
主
僧
侶
資\
殆
ど
無
爲
無
策
K
も
稱
す
可
き
極
端
な
る
母S

放
住
に

本
家
の
宵
を
.保
證
甘
ん
が
爲
の
规
，道
に
し
て
、
、毫
も
勞 

働
者
の
爲
に
其
生
產
物
を
確
保
す
る
ポ
無
し
ト
蓋
し
立 

法
者
は
決
し
て
勞
働
漭
に
あ
ら
ず
、
隨
：つ
，

H

如
何
な
る 

常
に
對
し
X.
も
之
を
®
得
す
可
き
，1:
1
然
權
V
有
せ
•ざ
れ 

ば
な
ケ」

;■
'ビ

(P. 

1
7
9
)
0

然
も
ホ
ジ
ス
キ

V

は
此
人
爲

走
れ
る
は
、
畢
竟
斯
く
の
如
き
過
激
な
る
S
然
主
義
忍 

想
に
起
因
せ
る
も
のV」

云
ふ
可
き
で
あ
る
。
而
し
て
ホ 

ジ
：ス
キ
ン
を
駿
正
な
る
意
義
に
於
て
社
會
主
義
者V」

看 

做
す
可
炉
ら
ざ
る
理
凼
も
亦
た
愛
に
#
在
す
る
。
蓋
し 

蔣
放
不
鞑
な
る
向
利
9
追
求
ょ
り
社
會
的
調
和
の
a
然

的
.財
產
權
の
邪
藤
を
匡

1£
す

^
き

何

等

の

改

革

手

段

を

fc
:出
現
す
可
き
を
信
取
す
る
觀
念
は
..、

往
昔
の
空
想
的
：

.

I
r
r
h
i
-
l
r
r
K
i
^

ぬ
る
：.古
現
代
の
學
理
的
な
る
ビ
■を
.問
は
■中
總
て
社
會
主.

質
の
性
質
の
早
晚
曝
露
す
る
曉
..に
4
、
を
は
久
し
き
に 

義
M
想vj

相
去
る
事
遙
遠
な
る
を
以
て
ぃ
め
る
。
彼
れ
苴
つ
て
政
界
に
無
限
の

.暴
威
を
揮
a
以
て
富V

名
#
を 

が
：「

社
#
主
義
は
禍
窖
の
_

正
に
：あ
ら
.す

，反

動

で

あ

：

ff
i
FI
r
し
來
れ
る
怠
惰
な
る
放
蕩
者
に
對
す
る
，
芷
直
な 

る
。
M?-
;
ば
舊
來
：の
專
制
！

f

涉
の
％
に
形
態
を
新
た
に
せ
る
勸
勉
家
の

_

#
な
る
事
が
明
瞭
S
な
る
で
あ
ら
ラ
。 

る
に
過
ぎ
中」

(
L
o
w
e
n
t
h
a
l
:

 

T
h
e

 

S
c
a
r
d
i
s

 

S
o
d
a
-

 

r
而
し
て
勞
働
者
.®
侧
に
於
て
は
其
數
に
於
て
其
敵
を
腿 

H
s
t
s
M
P

.-
-.
o
\:p
o
v 

e
.
云
へ
る
も
狹
し
て
故
無
し
^
し
取
い
o
, I.

す
る
が
故
に
肉
體
的
爭
闘
力
隨
て
强
く
、
加
ふ
る
^
過 

,
:乍
併
飜
て
觀
察
を
興
階
級
_

'1
1

轉̂
せ
ん
か
、
日

去

現

在

に

'於
て
資
本
家
權
ゆ
の一

源
泉
を
爲
せ
る
勞
働 

{「

.一
曆
高
き
勞
銀
を
得
ん
が
爲
の
勞
働
笤
の
團
結
は
、

者
の
資
本
家
崇
拜
熱
は
急
速
に
衰
へ
つ
、
あ
る
一
方
， 

假
令
如
何
に
眞
相
を
變
&
せ
ら
る
V

W
も
、
畢

竟

資

本

.

勞
働
者
は
其
共
同
め
利
害
N?
J
緊
密
な
る
聯
合
に
依
り
て 

の
製
求
權
に
對
す
る
具
體
的
搏
擊
に
'外
な
ら
ぬ
”
之
を
精
神
的
爭
鬪
カ
も
亦
た
日
々
に
西
倍
し
つ

N
あ
る
の
て 

役
げ
た
る
手
の
何
た
る
か
は
未
だ
明
職
に
認
知
せ
ら
れ
あ
る
。資
本
家
ビ
勞
働
者

t
は
隧
民
の
大
多
數
を
占
む
。 

て
«
ゐ
ぬ
が
、
鎖
の
重
味
は
&6
:

に
.痛
感
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
:
'放
に
此
間
兩
者
を
調
停
す
可
き
第
三
者
:0
權
ヵ
は
介
在 

抵
抗
徐
々
に
增
大
し
"
資
本
擁
雛
の
立
法
激
增
し
、勞
鈒
:.
:
ー
し
得
な
い
。
彼
等
は
彼
等
庙
#
に
於
て
此
紛
淨
を
解
：決
■ 

增
率
の
要
求
が
一
層
過
酷
に
抑
腿
せ
ら
る〜

に
從
ひ
、

せ
ざ
る
可
か
ら
中
又
解
決
す
る
で
'あ
ら
ぅ
e

而

し

，
て

余
 

此
腿
制
の
原
因
は
一
層
明
瞭
に
看
取
，せ
ら
れ
る
.で
あ
ら
は
最
後
の
勝
利
が
必
然
疋
義
の
侧
狀
歸
す
所
き
事
を
期 

ぅ
。
此
鬪
爭
は
；現
今
®
主
對
職
人
又
は
或
る
種
勞
働
者
待
し
得

'る
を
喜
ぶ
：も
の
で
あ
'る
;0
鬼
も
あ
れ
.勞
働
が
完 

尉
他
®
勞
働
者
間
に
行
は
る
、
の
觀
あ
れ
ざ
も
、
.其

眞

、
全
な
る
勝
刹
を
傅
し
：生
產
的
動
勞
家
0
み
獨
な
富
裕
に
.

策

卞

八
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H
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怠
慢
家
の
み
獨
6
貧
し
く
/「

蒔
き
た
る
者
之
を
荊
る
可 

し」
V

ふ
金
言
巖
守
せ
ら
れ
，
財
產
權
：の
甚
礎
は
隸
.屬 

0

M
理
に
あ
ら
ず
し
V

JE
義
の
原
理
の
上
に
築
か
れ
" 

而
し
て
人
間
が
其
蹈
め
る
土
塊
用
ゆ
る
機
械
ょ
り

も
尊 

敬
せ
ら
る
、
に
茧
ら
ざ
る
限
り
：
地
上
に
平
和
あ
b
人 

に
善
心
あ
る
の
日
は
遂
に
到
來
す
る
能
は
ざ
る
可
く

 ̂

到
來
せ
し
^
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る

.
」

€ (
L
a
b
o
u
r

 

Defended, 

c
c
i
e
w

 

ed. 

pp. 

1
0
3
-1
0
5
)
。

其
勞
働
團
結 

を
提
唱
し
て
徹
底
的
.園
#
を
期
待
し
，慫
慂
す
る
論
旨
の 

堅
實
^

|
御
の
熱
烈
笆
は
、:!
:芷
ね
革
命
的
社
會
主
義
の
' 

最
も
峻
崎
«
る
も
の
^
.其

-«
を
ー
に
す
る
槪
が
あ
る
。
 

果
し
て
然
ら
ば
ホ
ジ
ス
キ
ン
のc< L

a
b
o
u
r

 D
e
f
e
n
d
e
d

じ

1

篇
は
假
令
其
量
に
於
て
眇
れ
る
小
册
に
過
ぎ
ず
ど
は 

■沄
へ
、
|營
に
往
昔
の
勞
働
運
動
に
嫌
威
あ
る
理
論
的
聲 

拨
を
送
れ
る
の
み
な
ム
ず
"
後

日

M
a
r
x

が
本
得
を
推

賞
し
-t
 ̂V

orz
Q
g
l
i
c
h
e

 SchrifV》
50 

呼
び
、
或
は B

e
e
r

 

之
-
^
'
^ ̂て 

:iM̂
LXXifewto oHJBritisil x-a.

cro
u
r

 

i

■.
.に
典
^

^
る
思
1.
は
絕
對
的
眞
»
、
a
性
、
.正
a ：
の 

表
現
、
並

に1

旦
之
を
發
見
す
る
以
上
は
唯
だ
そ
れ
自 

身
の
み
の
力
.を
以
て
全
世
界
を
征
服
し

得

可

し

芒

爲

す， 

觀
念
で
あ
る
°
而
し
て

絕
員
的
眞
现
な
る
も
の
は
抑
 々

時
間
空
間
並
に
人
類
の
*
波
的
發
«
を
超
越
せ
る
も
の
ぐ 

な
る
が
故
に
、
加
何
時
何
處
に
於
て
發
.見
せ
ら
る
、
や 

は
佥
く
偶
然
で
あ
る
。
加
之
何
を
以
て
絕
對
的
眞
理
、
 

理
性
、

TH
:
_
K爲
す
か
は
各
流
派
の
相
違
に
依
つ
て
其 

■見
解
を
異
に
す
る
。
更
に
個
人
各
0
の
獨
特
の
絶
®
的 

眞
理
"
理
性
"
芷
義
は
»
び
其
生
觀
的
解
釋
、
境
«
ノ 

及
び
其
知
慧
知
識
の
尺
度
に
：依
ヶ
て
左
右
せ
ら
る
、
が 

放
に
"
結
局
此
絕
對
的
眞
理
の
爭
論
は
互
に
他
を
排
擠
一 

し

合
ふ
以
外
に
決
定
す
可
き
所
^!
知
ら
ぬ
I
—
*:
會
主
一 

義
.
€科
學
を
樹
立
す
る
に
は
：之
を
現
.實
の
基
礎
の
上
に
：
，
_ 

M
が
W
ば
な
ら

.ぬ」

ビ

(
E
n
g
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i
a
n
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l
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a
n
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cr
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E
r
A
V
a
l
l
n
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, Jpp: 2

6
-
2
7
)
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p

l

a

lが

「

空
想
論
者
^
は
杣
象
的
原
.规
に
出
發

な
'

頌
揚
し
、
而

し

て

又G
e
r
o
g
e

 

A
d
i
e
r

が
其 

H
a
u
p
t
w
e
r
k
e

 

des s
o

a.alismus u
n
d

 der s
o
z
i
a
l
p
o
i
a
k

 

中
に
之
を
收
錄
し
t2
る
も
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
の
で 

あ
る
。
畢
竟
ホ
ジ
ス
キ
ン
は

M

理
想
社
會
の
態
様
を
提 

示
す
る
積
極
的
建
設
的
方
面
に
於H

は
暖
味
模
稷
0
敗 

槭
無
き
を
得
ざ
る
も
、
其
現
存
制
度
の
邪
藤
を
釓
弾
し 

て
是
れ
が
倒
潰
を
»
す
る
消
極
的
破
壤
的
方
面
に
於
て 

は
、
遙
に
時
人
に
萆
越
し
永
く
後
人
の
記
憶
紀
價
す
る 

も
の
さ
云
ふ
可
き
で
あ
る
。

,

十
六

Friedrich E
n
g
e
l
s

は

其「

空
想
的
社
會
主
義
ビ
科
學

的
社
會
主
義」

に
於
て
論
じ
て
日
く
、

「

空
想
的
な
る

见
索
の
樣
式
は
久
し
き
に
百
ー
つ
て
十
九
世
紀
の
社
#

思

想
を
支
配
し
"
且
つ
今
尙
其
成
る
流
派
を
支
配
し
て
ゐ

る
。
極
め
て
最
近
に
.至
る
ま
で
總
て
の
英
怫
社
會
ま
«;

者
は
是
れ
に
敬
意
を
表
し
て
來
た
。
初
期
の
獨
逸
共
產 

主

義

も

亦
.た
牝
被
に
龉
湯
ぃ
しK 

o
r
凡

そ
是
-等
：の
；肚
會
主

i 

_

し
.て
铬
全
な
る
|1
:
會
«.
織
；を
探
索
す
る
.者

を

袞

狹

 

f

 

等
の
基
a
を
爲
せ
る
抽
象
的
原
现
ぞ
は
入
間
の
性
情
に 

關
す
る
そ
れ
で
あ
つ
た」

(A
n
a
r
c
h
i
s
m

 a.nd Socialism, 

tra
3
.

 

b
y
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>veling, 

p. 

2
1
)

€

3̂
へ
る
も
、
發
し 

.同
意
義
に
外
な
ら
ぬ
。

;.
,

:
今
之
を
以
て
謂
ふ
所
の
リ
カ
ア
ド
ォ
派
社
會
主
義
の 

人
、々

の
所
論
を
通
si
す
る
に
、
其
社
會
主
義
を
遵
奉
す 

る
事
0
最
も
_
©
な
る
ト
ム
ソ
ン
禮
に
ゾ
レ
工
に
於
て 

は
> 
共
に
人
類
の
完
全
性
を
認
容
し
理
性
の
萬
能
を
確 

信
す
る
所
に
空
想
的
色
彩
の
最
も
濃
厚
な
る
を
看
る
可.

く
、
比
較
的
此
色
彩
の
稀
薄
な
：る
ホ
ジ
ス
キ
ン
並
に
ダ 

:

レ
ィ
K
於
て
は
其
客
雛
的
內
容
は
^
も
ぁ
れ
彼
等
自
身 

th
會
主
義
其
物
に
嫌
慨
0
情
ぁ
り
，

K
 

2

又
所
謂
科
學 

_的
社
#
主
義
0
主
張
者
が
其
學
說
.
の

最

も

肝

礙

^

る

現
 

.實
的
截
纖
な
、

ミ
肖
負
せ
る
經
濟
ft
a
に
關
し
て
は
、

彼
等
：の
何
人
も
然
，ぐ
明
瞭
に
其
糖
髓
を
把
振
#
る
者
無 

i

凡
ゆ
る
意
味
に
於
て
其
理
論
的
體
系
め
遠
く
後
：者

v
<
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錄

3
ヵ
ア
ド
ォ
派
社
會
主
醆
概
論 

第
四
雛 

一
3 
二

に
及
ば
ざ
る
は
、
公
平
な
る
觀
者
の
，誰
し
も
承
認
せ
ざ
っ
て
は
至
難
の
事
柄
で
あ
る
。
»

、
獨
逸
人
の
.み
今
尙 

る
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
。 

之
を
感
知
す
る
事
が
出
來
る
。■.蓋
し
：彼
れ
の
生
活
•は
'裔 

乍
併
假
令
彼
等
は
多
量
の
空
想
的
傅
統
を
具
有
せ
り
業
革
命
並
に
其
產
出
せ
る
肺
會
的
動
亂
を
去
る
事
未
だ 

:

ど
は
云
へ
、
尙
其
社
會
主
義
M
想
に
.經

濟

理

論

を

輸

致

遠

か

ら

す

，
且
っ
彼
れ
は
リ
カ
：ア
ド
ォ
の
最
後
.の
偉
大 

し
た
る
先
*
ヒ
し
て
の
功
織
は
看
過
す
可
か
ら
ざ
る
も|

な
る
門
徒
に
し
て
勞
廟
.價
値
.說
を
興
窮
極
に
^
で
發
展 

の
が
あ
る
。
而
し
て
彼
等
が
資
本
主
義
經
濟
學
中
に
爾
せ
し
め
た
る
、K

.aM
a
r
x

を
研
究
の
對
象
に
持
っ
&

;

,
.
酵
し
た
る
勞
働
價
値
說
を
取
っ
て
之
を
倒
潰
す
る
の

武

で

あ

る

。：M
a
r
x

の

「

資
本
論
_
|
.
.
に
關
す
る
®

^
:̂
,: 

器
に
逆
|[
-
]せ
.る
ー
，事
は
、
询
_に
深
*
な
る
興
味
を
覺
ぇ

.
朿
部
歐
羅
巴
學
界
の
論
©
の
大
部
分
は
、
典
粮
髓
に
於 

し
怂
る
。
或
は

ホ
ジ
ス
キ
ン
を
^
き
て
リ
力
ア
ド
ォ
に
で
は
旣
に
一
八
一
ー
0
年

，ょ
り
ー
'八
三
〇
苹
に
茧
る
の 

:

.
:
關
說
す
名
所
稀
な
る
彼
等
を
呼
ぶ
に
、.
タ
カ
ア
ド

(
ォ
派

—
交
、
英
國
に
於
て
リ
力
ア
ド
ォ
を

"
r
心
！

2
：

論

じ

m
さ 

,

社
會
主
義
の
名
擗
を
以
.て

す

-^
は

聊

か

奇

異

の

感

無

し

れ

.た
る
所
で
あ
る

」

ミ

(

B
n>
-
e
r
: 

H
i
s
t
o
r
y 

o
f 

B
H

CJ
-
.
S
I
1 

$
せ
さ
;-
5
も
、
然
も
ッ
カ
ア
ド
ォ
の
-
'經
濟
原
論
し
特
に
マ

5
09.
^
0;
,
3
,<1
0
1
.
1
ん
 

.:

其
勞
猶
價
■■
#
:說
が
、
.當

峙

に

與

へ

た

る

漏

の

如

何

にI.「
資
本
論」

第
二
版
の
；序
言
に
於
て
、
上
記
の
沏
間
は 

:

絕
火
3

じ
か
を
想
記
せ
ば
、
此
は
必
中
;1
>
も
失
當
で
. 

「

英
W
に
於
S

濟
學
の
領
域
に
屢
的
活
_
の
目
®
 

は
な
い
。

,^
^

は
一
ぷ
ユ
^
カ
ア
ド
'ォ
0「

原
論」

が

略

ま

し

か

タ

し

時

代

で

|>
っ
た
？
そ
は
リ
カ
ア
ず
ォ
の
學

.

.

.ぼ
1
世
紀
以
前
1:
於
て
、
其
祖
先
：に
及
ぼ
ぜ
る
魅
惑
に
說
.0
俗
化
S
普
及
の
時
代
た
る
ど
.共
に
、
亦
該
學
說
0
-

.侧
し
逾
當
尨
石

.想
像
を

«
沁

寧

林

、
；
：
,
'今

汩

：の

英‘人

:1
:
取

舊

派

蘼

濟

學.：に

對

す

泠

抗

爭

Q
:

時

代

で

あ

っ.た
。
數
多

の
花
々
し
き
合
戰
^

#

は

狐

た

。

餘

も

^

時

か

出

來

事

,
0-
^
.求
^
彼
れ
の
偾
値
論
)?
:
!撕
敗
を
.共
に
ず
る 

の
歐
泖
大
陸
に
殆
ど
^
ら
れ
ざ
り
し
所
以
は
、
此
論
戰 

>
」

云
ふ
等
し
く
誤
れ
る
見
解
も
、
亦
た
，是
れ
ょ
.り
杣
出 

.
が
大
丧
分
^
論
菊
^'
の
論
文
、
際
物
的
文
養
、
：
並

に

小

せ

ら

れ

る

の

で

あ

る——

-
旣

に

^

3

1

3

^
の
理
^
的
豐 

.州
午
等
•に
散
在
せ
る
が
故
で
あ
る

H
.ぐ」

述べて
ゐる系
に這

#

の
解
釋
を
下
す
以
上
は
、M

e
n
g
e
r

敎
授
が 

:

(

S

P

H
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V
O
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trans: b
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.
u
n
t
e
r
m
a
n
l
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|
「
M
a
r
x

 

は
.T

h
o
m
p
s
o
n

 

に
劣
る
事
甚
大
な
る
を
以
て 

:^
3

。
.而

し

て

愛

に

所

謂

花

，々

し

§
翕

の

最

も

錚

宜

し

ぐ

後

者

の

著

書

を

以

て

ft
會
主
義
の
礎
暴
做
す 

々
た
る
簡
士 

t

て

M
a
r
x

の
胸
奥
に
徂
徠
せ
る
者
のj

可
し」

一。

^
 

1

0ぼ
。
f

 of L
a
b
i
,

:
:リ
カ
.ア

ト

..ォ

派

湎

會

主

義

の

諸

過

た

り

し

は

疑

を

容

れ

j
hp
3

0:
/
,ど
の

'
大

膨

な

を

陳

述

を

爲

せ

る

も

一

應
無
理 

f

所
ぼ
あ
る

。

'

\

で
は
な
い
。
絡
し
吾
人
に
取
っ
て
は
、

斯
か
る
陳
述
は 

,
、
然
ち
は
此
理
由
を
以
て
彼
等
は

^
^

ー
派
の
所
謂|

甚
だ
奇
異
で
あ
る
。
蓋
し
そ
は
偷
理
的

勞
働
價
値
說
を 

和

學
的
»]
會
主
»
に
優
先
し
れ
り
と
云
ふ
を
得
可
き
乎
。

|

以
て
：Ma

r
x
.

派
社
會
主
義
の
源
泉

樞
軸
t
.爲

す
の
結 

決
.し
て

然
ら
t'o

.
s
l
m
k
b
o
v
l
t
c
h

は

典「

マ
ル
ク
ス
主
義j

果
、
前
世
紀
前
半
に
於
け
る
感
情
的
空
想
的
：社
き
主
義 

Z

對
社
會
主
«」

の
胄
頭
の
ニ
;*
に
論
じ
て
日
く
、「

^

^

3:.
ど
：近
代
の
所
謂
科
學
的
社
會
主
義v

a

の
區
別
を

拂
拭
す 

.

^
の
學
^
に
對
す
る
流
俗
の
誤
解
中
、
其

最

も

根

本

的

る

故

，で
あ
る_

_

^g
a
r
x

の
偾
値
論
0
功
過
は
暫
.く
：I
U 

:
に
し
，て
且
：っ
最
も
一
般
的
f

も
'の
：は
、
勞
働
價
値
說
'

.き
、
そ

は

社

會

主

義

に

對

す

る

偷

理

的

藤

た

ら

し

必 

:
を

以

てM
a
r
x

派
社
會
主
義
の
要
石

.：
0

3

|

|

3
な

..
ん
せ
企

l
せ

ら

れ

し

に

あ

，ら

す

し

て

、

單

'に

麗

現

象

•
 

V
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す

る

見

好

で

ネ

る

社

##
的
正
：義

に

對

す

る

を
解

釋
す
る
ー
手
段
た
る
も

0.
.
.で
あ
る
。
彼
れ
の

價
値

.
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H
四

論
を
以
て
其
資
本
主
.義
制
度
に
關
す
る
.經
濟
學
的
解
剖
. 

の
中
心
學
說
、
換
言
す
れ
ば
典
經
濟
學
說
の
茈
礎
ど
解
：
 

す
る
は
W
ち

可
な
6
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